
平成 28年度の震災津波伝承施設検討委員会の運営について 

 

１ 運営方法について 

(1) 役割 

展示等基本設計の実施にあたり、専門的な見地から意見や助言をいただく。 

（各委員から、専門分野について個別に意見をお伺いすることも予定） 

 

(2) 開催回数 

ア 全委員が参集する委員会は年２回を想定。（必要に応じて追加開催） 

開催数 開催時期 審議内容 

第１回 ８月 22日（月） ・平成 28年度における委員会の運営について 

・平成 28年度における検討事項について 

第２回 基本設計とりまとめ時 ・基本設計とりまとめ（案）について 

 

イ その他、基本設計の途中段階において、適宜、各委員から個別に意見を聴取。 

 

 

２ アドバイザーの設置について 

(1) 基本設計にあたっては、幅広い専門分野の方から意見をお伺いすることが必要と

なることが想定されるところ。 

 

(2) このことから、本委員会にアドバイザーを設置し、幅広い専門家の方から個別に

意見聴取しながら、基本設計を実施。 

［本委員会の設置要綱を改正（改正案は裏面のとおり）］ 

 

 

３ 参考 

高田松原津波復興祈念公園 今後の検討スケジュール 

⇒ 資料４－２ 

 

資料４－１ 



【参考】 高田松原津波復興祈念公園震災津波伝承施設検討委員会設置要綱［改正案］ 

 

（趣旨） 

第１ この要綱は、高田松原津波復興祈念公園有識者委員会設置要綱第６第１項及び同第

４項の規定に基づき、高田松原津波復興祈念公園震災津波伝承施設検討委員会（以下「委

員会」という。）の設置について、必要な事項を定めるものである。 

 

（所掌事項） 

第２ 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 岩手県陸前高田市高田松原地区における高田松原津波復興祈念公園に整備する震災

津波伝承施設（仮称）の検討に関すること 

(2) その他、震災津波伝承施設（仮称）に関して必要な事項 

 

（組織） 

第３ 委員会は、委員６人以内をもって組織し、優れた見識を有する者のうちから知事が

任命する。 

２ 委員は、第２の規定に関する調査審議が終了した時は、解任されるものとする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第４ 委員会に、委員長及び副委員長１人を置く。 

２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 

（会議） 

第５ 委員会は、知事が招集する。 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会は、必要に応じて専門的知識を有する者の出席を求め、その意見を聴くことが

できる。 

 

（アドバイザー） 

第６ 委員会に、必要に応じて専門的知識を有するアドバイザーを置き、個別に意見を聴

くことができる。 

２ アドバイザーは、知事が任命し、その任期は委員の任期の例による。 

 

（庶務） 

第７ 委員会の庶務は、岩手県復興局において処理する。 

 

（その他） 

第８ この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員長が委員会に諮

って定めるものとする。 

 

附則 

この要綱は、平成27年８月10日から施行する。 

附則（平成28年○月○日一部改正） 

この要綱は、平成28年○月○日から施行する。 


